
で
い
わ
て
感
染
制
御
支
援
チ
ー
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｔ
）
の
副
統
括
で
あ
る
、
岩
手
医
科
大
学
附

属
病
院
感
染
制
御
部
の
櫻
井
滋
部
長
と
、
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
感
染
管
理
認
定

看
護
師
４
名
を
講
師
に
、
講
義
と
医
療
用
ガ

ウ
ン
等
の
着
脱
・
取
扱
方
法
の
実
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

櫻
井
部
長
か
ら
は
、
感
染
症
対
策
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、「
安
心
と
安
全
を
区
別
し
、

い
つ
も
ど
お
り
暮
ら
す
こ
と
」「
感
染
症
対

策
の
基
本
に
忠
実
に
対
応
し
、暮
ら
す
こ
と
」

「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
対
応
し
、
暮
ら
す
こ
と
」

や
、
可
能
で
あ
れ
ば
施
設
内
に
「
清
潔
ゾ
ー

ン
」
と
「
不
潔
ゾ
ー
ン
」
を
設
定
し
、
そ
の

間
に
「
中
間
の
ゾ
ー
ン
（
防
護
装
備
の
着
脱

を
行
う
ゾ
ー
ン
）」
を
設
け
る
こ
と
と
、
施

設
に
お
け
る
換
気
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
佐
々
木
雅
子
さ
ん
（
障
が
い
者

支
援
施
設「
吉
浜
荘
」・
大
船
渡
市
）は
、「PPE

装
着
・
脱
衣
順
の
再
確
認
、
食
事
介
助
や
掃

除
方
法
な
ど
、
自
前
で
集
め
た
情
報
に
は
な

い
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
参

設
）
の
利
用
者
・
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
職
員
不
足
等
か
ら
施

設
運
営
に
影
響
が
生
じ
る
場
合
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
他
の
施

設
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

対
象
は
複
数
事
業
所
を
経
営
・
運
営
す
る

法
人
で
、
感
染
者
が
発
生
し
た
Ａ
事
業
所
に

同
一
法
人
内
の
Ｂ
事
業
所
の
職
員
が
支
援
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
人
手
不
足
と
な

る
Ｂ
事
業
所
に
、
別
法
人
か
ら
応
援
職
員
を

派
遣
し
ま
す
。

岩
手
県
社
協
で
は
、
事
業
の
第
一
段
階
と

し
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
（
介
護
老
人

保
健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
）
を

対
象
に
応
援
施
設
（
応
援
職
員
の
派
遣
が
可

能
な
施
設
）
の
募
集
を
行
い
、
令
和
２
年
12

月
末
現
在
、
介
護
施
設
80
か
所
（
登
録
職
員

１
２
２
名
）、
障
が
い
者
施
設
47
か
所
（
登

録
職
員
70
名
）
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

応
援
施
設
の
登
録
は
、
今
後
も
随
時
受
け

付
け
、
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
備
え
て

感
染
拡
大
に
備
え
て

ふくしingふくしing
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
高
齢
者
福
祉
協

議
会
・
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
及
び
岩
手
県

知
的
障
害
者
福
祉
協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
感

染
予
防
及
び
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
令
和
２
年
10
月
と
11
月
に
、
県

内
２
会
場
で
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
各
会
員
施
設
の
職
員
と

岩
手
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員
、
延
べ

１
５
１
名
が
参
加
し
、
岩
手
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
委
員
会
委
員
長

考
に
な
っ
た
。
施
設
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込

む
の
は
職
員
だ
と
思
う
の
で
、
で
き
る
限
り

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
感
染

対
策
を
確
実
に
行
い
た
い
」
と
話
し
、
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員
の
小
泉
進
さ
ん
か
ら

は
、「
基
本
的
人
権
の
保
護
の
た
め
『
敵
は

病
原
体
で
あ
っ
て
患
者
で
は
な
い
』
と
い
う

言
葉
を
忘
れ
ず
、
正
し
い
知
識
の
も
と
で
対

処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
再
確
認
し

た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

各
種
別
協
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
取
り
組
む
ほ
か
、
今
回

の
よ
う
に
連
携
・
共
同
し
た
取
組
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
令
和
２
年
11
月
26
日
に
奥
州
市
内

で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
３
回
目
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
県
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
増
加
を
考
慮
し
、
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

社
会
福
祉
施
設
等
応
援
職
員
派
遣

社
会
福
祉
施
設
等
応
援
職
員
派
遣

調
整
事
業
を
実
施

調
整
事
業
を
実
施

岩
手
県
社
協
で
は
、
岩
手
県
か
ら
の
委
託

を
受
け
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
時
に
お
け
る
社
会
福
祉
施
設
等

応
援
職
員
派
遣
調
整
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
施
設
（
入
所
施

櫻井部長による講義

感染管理認定看護師による
個人防護具着脱の指導
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